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Nカムカメラバー 

・2眼カメラとモーションセンサー内蔵 

・重量：1.2kg（15/19mmロッドに装着） 

・電源：12V 0.9A（Dタップ等から供給） 

・レンズ情報（フォーカス・ズーム）を利用可 

 －フジノン・キヤノンのサーボを利用するか、 

 －Nカム製レンズエンコーダーを使用する 

カメラとの接続ケーブル 

・HD-SDI×1（カメラ映像） 

・HD-SDI×1（CG重畳後の映像をリターン） 

・イーサネットケーブル（Cat.6） 

Nカムサーバー 

・リナックスベース 

・モーションビルダーから送られたCGデータに 

 レンズキャリブレーションデーターを補正し、 

 実写とレンダリングしてHD-SDI出力 

・AC電源のみ対応 

モーションビルダー 

・Nカム提供のプラグインをインストール 

・撮影前にCG素材を用意 

・事前にリアルタイムで動作することを確認 

（本システムはユーザー様でご用意願います） 

ギガビットイーサネットを介し、カメラトラッキン

グデータと、レンズのフォーカスズームデータを

モーションビルダーに送り、モーションビルダーか

らCGデータをもらう。 

ワークフロー 

・撮影前 

 －使用するカメラとレンズをキャリブレーション（ズームレンズ1本で、約1日） 

 －プレビズを行う場合、モーションビルダーでCG素材を用意 

・撮影時 

 －カメラバーの取り付け位置を決めてから、チャート撮影（5分程度） 

 －Nカムサーバー上で、3D空間の原点を設定 

リターン信号を分配し、 

・カメラマンのEVF 

・プロデューサー、監督、照明スタッフ用 

 フィールドモニター 

にプレビズを表示可能 


